
Ⅶ　採点・評価基準

【前期日程】
１　教科・科目等

　教科・科目等［国語、数学、物理、化学、生物、地学、英語、楽典（「入学者選抜の実施教科・科目等
について」（15～28頁）を参照のこと。）］については、学習到達度と本学で修学上必要な理解度を問います。

２　実技検査
　次の教育学部学校教育教員養成課程中等教育コース音楽・美術・保健体育で実技検査を課します。（実技
検査の詳細については、「教育学部の実技検査等」（46～47頁）を参照のこと。）
⑴　学校教育教員養成課程中等教育コース音楽
　�　ピアノ、声楽、聴音、その他の楽器（希望者のみ）を課し、音楽の基礎的能力と表現力・技術力をみ

ます。
⑵　学校教育教員養成課程中等教育コース美術
　�　「鉛筆による静物デッサン」を課し、美術の表現力に関わる基礎的資質と素描力・表現力・造形力を

みます。
⑶　学校教育教員養成課程中等教育コース保健体育
　�　運動種目を個人的スポーツ、集団的スポーツ、武道の３群に分け、３群の中から２群にわたる２種目

を選択し、それぞれの運動技能をみます。
３　面接

　次の学部・学科で面接を課します。

学　部 学科・課程等
面 接 の 形 態

面接時間 評 　 価 　 事 　 項
個人面接集団面接 面接員数

教育学部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育
コース 一般 ○ 人２～３ 分25

学校の教員となることへの意欲、自分の考え
や意見をまとめ、表現する力等を評価します。

中
等
教
育
コ
ー
ス

国語 ○ ２～３ 25
社会 ○ ２～３ 25
英語 ○ ２～３ 25
数学 ○ ２～３ 25
理科 ○ ２～３ 25
技術 ○ ２～３ 25
家政 ○ ２～３ 25
音楽 ○ ２～３ 25
美術 ○ ２～３ 25
保健体育 ○ ２～３ 25

特別支援教育コース ○ ２～３ 25

医 学 部
医学科 ○ ３ 20

医療人としての適性及び能力をみます。
保健学科 看護学専攻 ○ ３ 10

歯 学 部 歯学科 ○ ３ 20
受験者に面接用資料を作成させ（40分）、それ
らに基づき面接を行います。面接では、歯科
医療人としての適性（人間性や教養など） を
みます。

⑴　受験者数により「面接の形態」、「面接時間」を変更することがあります。
⑵　教育学部における面接の形態は、討論を含めた集団面接です。
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４　調査書
　次の学部・学科等では、下表の評価事項に基づいて調査書を評価します。

学部・学科等 評　価　事　項

法文学部 全学科（全コース）
学習成績概評を評点化します。なお、調査書を提出で
きない者については、調査書に相当する書類又は大学
入学共通テストの成績に基づいて評価します。

農学部 国際食料資源学特別コース
（農学系サブコース）

出願要件と適合していること、高等学校での学修状況
や生活状況が国際食料資源学特別コースの求める人材
像から逸脱していないことを確認し、学習成績概評又
は学習活動歴報告書を基に総合的に評価します。

農学部 農学科

出願要件と適合していること、高等学校での学修状況
や生活状況が農学部の求める人材像から逸脱していな
いことを確認し、学習成績概評又は学習活動歴報告書
を基に総合的に評価します。

水産学部　国際食料資源学特別コース
（水産学系サブコース）

調査書における全体の学習成績の状況を評点化します。
なお、調査書を提出できない者（高等学校卒業程度認
定試験に合格した者（見込み含む）を含む）について
は、大学入学共通テストの成績に基づいて評価します。

水産学部 水産学科

調査書における全体の学習成績の状況を評点化します。
なお、調査書を提出できない者（高等学校卒業程度認
定試験に合格した者（見込み含む）を含む）について
は、大学入学共通テストの成績に基づいて評価します。

共同獣医学部 畜産学科
調査書又は学習活動歴報告書では、畜産学を学ぶうえ
で基盤となる基礎学力、主体的に学修を継続する姿勢、
協調性等を総合的に評価します。

【後期日程】
１　小論文

　次の学部・学科等で小論文を課し、それぞれ修学上必要な能力をみます。
学部・学科・課程等 評　価　事　項

法文学部 法経社会学科
地域社会コース・経済コース

社会の諸事象に関する文章などを読ませ、社会的な問
題に対する関心や思考力、文章などの読解力ならびに
論理的な説明能力をみます。

法文学部 人文学科
多元地域文化コース

人文科学を学習するうえで必要な批判的分析力、論理
的思考力、表現力を問います。

教育学部 学校教育教員養成課程
初等教育コース（一般）、特別支援教育コース

広く人間や社会・文化などについて、思考力や表現力
を問います。

医学部 医学科
社会や自然の諸現象について述べた課題文などを提示
し、文章の読解力や論理的思考力、国語の表現力など
をみます。

医学部 保健学科
理学療法学専攻、作業療法学専攻

人間の生命と社会・文化に関する課題文、資料、図表
などを提示し、理解力、思考力、表現力、独創性など
を問います。

農学部 農学科 農学を学ぶうえで必要な基礎学力ならびに理解力、論
理的思考力、表現力、独創性などを問います。

水産学部 水産学科
水産学を学ぶうえで必要な基礎的事項に関する理解力、
あるいはトピックス的なものに関する理解力ならびに
考察力を問います。
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２　面接
　次の学部・学科等で面接を課します。

学　部 学 科 等
面 接 の 形 態

面接時間 評 価 事 項
個人面接 集団面接 面接員数

法文学部 法経社会学科
法学コース ○

人 人

２〜３

分

15

あらかじめ受験者に申告書を作成さ
せ、面接を行います。面接では、志
望動機・将来の目標に加え、新聞な
どで報道された社会的諸問題を問い、
学習意欲、社会の諸問題に対する関
心の高さ、基礎的な表現力をみます。

教育学部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育
コース 一般 ○ ２～３ 10

学習意欲、社会への関心度および学
校教育に対する意欲と適性等を評価
します。

特別支援教育
コース ○ ２～３ 10

学習意欲、社会への関心度および特
別支援教育に対する意欲と適性等を
評価します。

医 学 部
医学科 ○ ３ 20

医療人としての適性及び能力をみます。保
健
学
科

理学療法学専攻 ３ ３ 30
作業療法学専攻 ３ ３ 30

歯 学 部 歯学科 ○ ３ 20

受験者に面接用資料を作成させ（40
分）、それらに基づき面接を行いま
す。面接では、歯科医療人としての
適性（人間性や教養など）をみます。

工 学 部 全学科
（全プログラム） ○ ２～３ ５～10 志望動機、将来への目標などについ

て質問し、学習意欲等を評価します。

共同獣医学部 畜産学科 ○ ３ 15

志望動機、将来への目標、畜産や食
品に関わる事項を質問し、畜産学に
対する興味や関心の高さ、学習意欲
及び基礎的な表現力等を評価します。

⑴　受験者数により「面接の形態」、「面接時間」を変更することがあります。
⑵　「集団面接」欄の数字は受験者数です。

３　調査書
　次の学部・学科等では、下表の評価事項に基づいて調査書を評価します。

学部・学科等 評　価　事　項

法文学部 法経社会学科
地域社会コース・経済コース

学習成績概評を評点化します。なお、調査書を提出で
きない者については、調査書に相当する書類又は大学
入学共通テストの成績に基づいて評価します。

法文学部 人文学科
多元地域文化コース

学習成績概評を評点化します。なお、調査書を提出で
きない者については、調査書に相当する書類又は大学
入学共通テストの成績に基づいて評価します。

農学部 農学科

出願要件と適合していること、高等学校での学修状況
や生活状況が農学部の求める人材像から逸脱していな
いことを確認し、学習成績概評又は学習活動歴報告書
を基に総合的に評価します。

水産学部 水産学科

調査書における全体の学習成績の状況を評点化します。
なお、調査書を提出できない者（高等学校卒業程度認
定試験に合格した者（見込み含む）を含む）について
は、大学入学共通テストの成績に基づいて評価します。

共同獣医学部 畜産学科
調査書又は学習活動歴報告書では、畜産学を学ぶうえ
で基盤となる基礎学力、主体的に学修を継続する姿勢、
協調性等を総合的に評価します。
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